
２23.　11.　15

ン
の
実
行
や
事
務
事
業
評
価
に
よ

る
事
業
の
見
直
し
に
よ
り
、
現
時

点
で
約
４
億
６
０
０
０
万
円
の
削

減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
東
久
留
米
市
第
４
次

長
期
総
合
計
画
の
基
礎
調
査
で
は
、

　

年
度
の
推
計
と
し
て
、
そ
の
削

２４減
見
込
み
額
を
上
回
る
財
源
不
足

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、　
２５

年
度
以
降
も
支
出
が
収
入
を
上
回

る
状
況
は
続
き
、
財
源
不
足
は
ほ

ぼ
毎
年
度　

億
円
を
超
え
る
推
計

１０

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

大
変
厳
し
い
財
政
状
況
を
乗
り
切

る
た
め
に
、
ま
ず
は
、
行
財
政
改

革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
着
実
に

実
行
し
、
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
東
久
留
米
市
第
４
次
行
財
政

改
革
基
本
方
針　

行
財
政
改
革
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
改
定
版
）」
は

企
画
調
整
課
（
市
役
所
４
階
）、
市

政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
同
２
階
）、
各

図
書
館
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
企
画
調
整
課
緯
４
７

０
・
７
７
０
２
へ
。

東久留米市第４次行財政改革基本方針　行財政改革アクションプラン（改定版）の概要

計画概要計画事業基本方針

都営住宅の建て替えに伴い、みなみ保育園を閉園し、新たに民設民営の保育
園を２６年４月に開園します。また、２４年度にかけて次の対象園の調査・検討
を行います。

市立保育園運営管理（民営化）

市
行
政
の
担
う
べ
き
役
割
の
重
点
化

２４年度から放置自転車撤去の民間委託実施、２５年度から自転車等駐車場運営
管理などの民間委託の範囲拡大を目指します。自転車等駐車場などの運営管理

２３年度から道路維持管理の一部委託を実施しました。今後、対象施設につい
て２６年度から民間委託範囲の整理・拡大を目指します。

道路・河川・公園等および付属施
設維持管理

２３年度から検査業務の民間委託を実施しました。さらなる委託コストの縮減
に向けて調査・検討を行います。公共下水道施設維持管理

入力業務の外部委託導入に向けて調査・検討を行います。戸籍関係事務

２２年度から第七小学校、２３年度から第一小学校、第九小学校について民間委
託を実施しました。２４年度からは小山小学校について委託を開始します。小学校給食調理業務

地区館について２５年度から新しい民間活力の導入を目指します。図書館運営管理

２３年３月に官民協働による共同発行および全世帯配布を実施しました。２５年
度には同方式による改訂を目指します。

官民協働による「暮らしの便利帳」
の共同発行事業

２３年１０月から全部委託化し、併せて職員の任用替えを実施しました。可燃ごみ収集運搬業務

２４年度から全部委託化し、併せて職員の任用替えを実施します。ＰＥＴボトル回収業務

２４年度から全部委託化し、併せて職員の任用替えを実施します。紙類回収業務

２３年度から、けやき・滝山の各児童館へ指定管理者制度を導入しました。さ
らなる導入に向け調査・検討を行います。指定管理者制度の活用

２３年度から「東京都新しい公共支援事業」モデル事業を調整・実施・検証し
ます。地域協働型事業運営の推進

市民活動団体支援のための環境づくりを行います。活動主体との積極的な連携・協働

２４年３月末をもって第四小学校を閉校します。学校再編成事業

２５年４月に組織改正を実施します。組織の改正行
政
ニ
ー
ズ
へ
の
迅
速
か
つ

的
確
な
対
応
を
可
能
と
す
る

組
織 ２７年度までに３７人の職員減を目指します。定員管理計画の推進

２４年度までに暫定給料表を廃止します。また、地域手当の見直しや人事評価
の給与制度への反映を目指します。給与制度の見直し

２４年度から管理職を対象に導入し、その結果を検証し、段階的に対象範囲の
拡大を目指します。人事評価制度の導入

再構築を実施したオープンシステムによる住民情報系システムを２４年１月に
稼働させます。情報システムの最適化

２４年度から総務省方式改訂モデルによる普通会計財務書類４表、連結財務書
類を公表します。財務書類４表の公表

自
主
性
・
自
立
性
の
高
い
行
財
政
運
営
の
確
保

２３年度～２４年度にかけて、市民参加による公共施設使用料検討委員会による
検討を実施し、２５年度からの見直し改定を目指します。公共施設使用料の見直し

普通財産の有効活用を推進します。公有財産の活用

債権の適正な管理に取り組みます。歳入確保および債権の適正管理　

必要経費に対する国保税課税総額の確保に向けた税率などの見直し、資産割
を適用しない課税方式への段階的移行（３カ年）を行います。国民健康保険特別会計の健全化

２５年４月から実施予定の子ども・子育て新システムの利用者負担について、
２４年度に「地方版子ども・子育て会議（仮称）」の中で検討します。保育料の見直し

２５年４月から実施予定の子ども・子育て新システムの利用者負担について、
２４年度に「地方版子ども・子育て会議（仮称）」の中で検討します。学童保育所使用料の見直し

市民参加の下水道使用料等検討委員会の報告（２３年８月）による２４年度から
の使用料改定を目指します。下水道使用料の見直し

廃棄物減量等推進審議会の答申（２４年１月予定）を受けて方向性を示します。家庭ごみの有料化

固定資産評価替えを見据えて、２４年度からの道路占用料の改定を目指します。市道道路占用料の見直し

２３年度予算で一部の補助金を見直しました。今後は職員共済会への補助金を
当面の間、休止とします。また、他の補助金については、事業内容、決算な
どの検証を行います。

補助金等の適正化

補助事務の委託化、補助制度の在り方を検討します。防犯灯維持管理支援事業

工事計画・設計・積算基準の精査を行っていきます。公共工事のコスト縮減

契約・入札事務の改善に取り組みます。契約・入札事務の改善

　

税
務
署
で
は
、
所
得
税
の
青
色

申
告
を
し
て
い
る
方
を
対
象
に
次

の
通
り
「
青
色
申
告
決
算
書
の
作

成
」
や
「
消
費
税
お
よ
び
地
方
消

費
税
」
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

説
明
会
で
は
、「
決
算
の
仕
方
」

を
中
心
に
、「
確
定
申
告
に
当
た
っ

て
の
留
意
事
項
お
よ
び
青
色
申
告

決
算
書
の
作
成
要
領
」
や
「
消
費

税
法
の
概
要
」
な
ど
を
分
か
り
や

す
く
説
明
し
ま
す
。
ま
た
、「
e
倆

T
a
x
（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）」（
国

税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）

な
ど
、
多
く
の
個
人
事
業
者
に
関

係
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
説
明
も

行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

を
利
用
く
だ
さ
い
。

　

※
個
別
相
談
は
行
い
ま
せ
ん
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

　
【
開
催
日
時
】　

月
２
日
（
金
）。

１２

不
動
産
所
得
の
あ
る
方
は
午
前　
１０

時
〜
正
午
。
事
業
所
得
の
あ
る
方

は
午
後
１
時
半
〜
４
時　

分
２０

　
【
会
場
】市
役
所
７
階
７
０
１
会

議
室
（
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
）

　

※
会
場
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
ご

遠
慮
願
い
ま
す
。

　
【
ご
注
意
】　

年
分
の
課
税
売
上

２１

高
（
輸
出
な
ど
の
免
税
取
り
引
き

を
含
め
返
品
、
値
引
き
、
割
り
戻

し
の
金
額
を
差
し
引
い
た
金
額
）

が
一
〇
〇
〇
万
円
を
超
え
る
場
合

は
、　

年
分
に
お
い
て
消
費
税
の

２３

課
税
事
業
者
と
な
り
、
消
費
税
の

確
定
申
告
書
の
提
出
な
ど
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
東
村
山
税
務
署
個
人

課
税
第
１
部
門
指
導
担
当
緯
０
４

２
・
３
９
４
・
６
８
１
１
（
内
線

４
１
２
。
税
務
署
へ
の
問
い
合
わ

せ
は
、
音
声
案
内
に
沿
っ
て
「
２
」

番
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
）。

　

図
書
館
で
は
、
東
久
留
米
市
立

図
書
館
協
議
会
運
営
規
則
に
基
づ

き
図
書
館
協
議
会
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

　
【
対
象
・
募
集
人
数
】　

月
１
日

１１

現
在
、
市
内
在
住
で　

歳
以
上
の

２０

方
。
２
人
。

　

※
委
員
に
は
市
の
規
定
よ
る
報

酬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
は　

月　

日
（
水
）

１１

３０

午
後
５
時
ま
で
に
、
４
０
０
字
詰

め
原
稿
用
紙
２
枚
以
内
で
「
私
の

思
う
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
」
に
つ

い
て
の
考
え
を
ま
と
め
、
各
図
書

館
の
窓
口
に
備
え
て
あ
る
応
募
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
各

図
書
館
（
休
館
日
を
除
く
午
前　
１０

時
〜
午
後
５
時
）
へ
直
接
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
中
央
図
書
館
業
務
係

緯
４
７
５
・
４
６
４
６
へ
。

市
嘱
託
職
員（
健
康
課
）

　
　

年
４
月
１
日
以
降
に
採
用
す

２４
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
【
職
種
】
歯
科
衛
生
士

　
【
募
集
人
員
】
１
人

　
【
勤
務
内
容
】主
に
母
子
保
健
健

診
業
務
、
乳
幼
児
歯
科
相
談
業
務

　
【
勤
務
時
間
な
ど
】月　

日
。
午

１６

前
８
時
半
〜
午
後
５
時　

分
１５

　
【
報
酬
】
市
規
定
に
よ
る
（
交
通

費
相
当
額
は
別
途
支
給
）

　

申
し
込
み
は　

月　

日
（
水
）

１１

３０

ま
で
に
健
康
課
保
健
サ
ー
ビ
ス
係

緯
４
７
７
・
０
０
２
２
へ
。

　

詳
し
く
は
同
係
へ
。

市立図書館
協議会委員
　　　の募集

　

市
は
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

行
財
政
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
大
き
く

影
響
す
る
取
り
組
み
の
概
要
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

収
入
面
の
課
題

　

市
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
、
中
心

と
な
っ
て
支
え
て
い
る
の
は
市
税

収
入
で
す
。
そ
の
市
税
収
入
の
約

半
分
が
個
人
市
民
税
で
す
が
、
少

子
高
齢
化
の
進
行
や
地
域
経
済
の

低
迷
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
ら
は
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国

の
景
気
動
向
は
大
き
な
回
復
を
見

込
め
る
状
況
で
は
な
く
、
地
方
交

付
税
な
ど
の
収
入
も
今
後
増
加
を

期
待
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
は
、

法
人
市
民
税
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

安
定
し
た
収
入
の
確
保
を
目
指
す

こ
と
や
、
個
別
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
皆
さ
ん
に
ど
の
よ
う
に

負
担
し
て
い
た
だ
く
か
、
ま
た
国

や
都
か
ら
の
補
助
な
ど
を
可
能
な

限
り
活
用
し
て
ど
の
よ
う
に
事
業

を
組
み
立
て
る
か
、
な
ど
が
収
入

面
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

支
出
面
の
課
題

　

高
齢
化
の
進
行
や
景
気
低
迷
な

ど
の
社
会
環
境
の
影
響
を
受
け
て
、

高
齢
者
関
係
の
経
費
、
保
育
関
連

の
経
費
、
生
活
保
護
費
な
ど
は
急

速
に
増
加
し
て
お
り
、
今
後
も
増

加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
経
費
は
地
方
自
治
体
と
し
て

一
定
の
負
担
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
義
務
的
な
経
費
で
、
経
費
が

増
え
れ
ば
市
の
負
担
も
自
動
的
に

増
え
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
、
安
全
・
安
心

に
対
す
る
課
題
が
よ
り
鮮
明
と
な

り
、
こ
れ
ら
の
経
費
も
増
加
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、

ど
の
事
業
に
優
先
し
て
取
り
組
む

か
、
事
業
は
ど
の
方
法
で
行
え
ば

よ
り
効
率
的
か
、
市
独
自
の
サ
ー

ビ
ス
は
量
の
拡
大
で
は
な
く
、
い

か
に
経
費
を
抑
制
し
な
が
ら
質
を

高
め
ら
れ
る
か
、
人
件
費
な
ど
行

政
を
運
営
し
て
い
く
た
め
に
必
要

な
経
費
を
い
か
に
抑
え
る
か
な
ど
、

小
さ
な
経
費
で
よ
り
大
き
な
効
果

を
生
み
出
す
改
革
・
改
善
の
取
り

組
み
が
支
出
面
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

改
革
・
改
善
の
取
り
組
み

◎
行
財
政
改
革
基
本
方
針（
概
要
）

　

①
市
行
政
の
担
う
べ
き
役
割
の

重
点
化

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
維
持

し
な
が
ら
、
よ
り
効
率
的
に
サ
ー

ビ
ス
提
供
が
で
き
る
よ
う
に
、
民

間
の
力
を
活
用
し
な
が
ら
、
市
が

担
う
役
割
は
何
で
あ
る
か
を
追
求

し
て
い
き
ま
す

　

②
行
政
ニ
ー
ズ
へ
の
迅
速
か
つ

的
確
な
対
応
を
可
能
と
す
る
組
織

　

市
民
の
行
政
ニ
ー
ズ
に
迅
速
で

的
確
な
対
応
が
で
き
る
体
制
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す

　

③
自
主
性
・
自
立
性
の
高
い
行

財
政
運
営
の
確
保

　

安
定
的
な
収
入
の
確
保
、
適
正

な
受
益
と
負
担
の
在
り
方
の
見
直

し
、
市
財
政
の
最
適
な
使
い
道
の

検
討
な
ど
、
改
善
を
進
め
ま
す

◎
東
久
留
米
市
第
４
次
行
財
政
改

革
基
本
方
針
〜
行
財
政
改
革
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
概
要
〜

　

収
入
が
減
少
し
、
支
出
が
増
加

す
る
状
況
の
中
、
市
が
基
礎
的
自

治
体
と
し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
立
ち
止

ま
る
こ
と
な
く
改
革
・
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
改
革
・
改
善
に
取
り

組
む
た
め
、
今
年
の
３
月
に
「
東

久
留
米
市
第
４
次
行
財
政
改
革
基

本
方
針　

行
財
政
改
革
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
（　

〜　

年
度
）」
を
策

２３

２７

定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
の

環
境
変
化
な
ど
に
対
す
る
整
合
を

図
る
た
め
、
８
月
に
改
定
を
行
い

ま
し
た
（
左
表
参
照
）。

　

市
で
は
現
在
、　

年
度
の
予
算

２４

編
成
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
よ
る

職
員
の
採
用
抑
制
な
ど
、
同
プ
ラ

行行行行行行行行行行行行行行
財財財財財財財財財財財財財財
政政政政政政政政政政政政政政
改改改改改改改改改改改改改改
革革革革革革革革革革革革革革
のののののののののののののの
取取取取取取取取取取取取取取
りりりりりりりりりりりりりり
組組組組組組組組組組組組組組
みみみみみみみみみみみみみみ
にににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいい

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
ててててててててててててててて

おおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせ
しししししししししししししし
まままままままままままままま

お
知
ら
せ
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすす

青
色
申
告
決
算
説
明
会
・
消
費
税

青
色
申
告
決
算
説
明
会
・
消
費
税
等等

説
明
会
を
開
催
し
ま

説
明
会
を
開
催
し
ま
すす

　１１月３０日（水）は、国民健康保険
税第５期、後期高齢者医療保険料第
５期の納期限です。最寄りの金融機
関・ゆうちょ銀行（郵便局）でお納
めください。
　詳しくは納税課緯４７０・７７２９へ。

市税などの納付にご協力ください


